
地域再生計画事後評価シート 

１．地域再生計画の概要 

(1)地域再生計画の名称 豊かな大地と海をはぐくむまちづくり計画 

(2)地域再生計画の作成主体の名称 佐賀市 

(3)地域再生計画の区域 佐賀市の区域の一部（川副地区） 

(4)地域再生計画の目的  

川副町は、東部に筑後川及びその支線の早津江川を有し、有明海に面する町である。古

くから農漁業が盛んで、漁業については全国有数の海苔の産地である。農業についても米

麦以外に近年アスパラガスなど施設園芸作物の主な産地としての評価が定着しつつある。

この豊かな海、大地も近年 海苔、魚介類の大不作や，生活雑排水等による公共用水域

の汚濁化が進み、危機的状況になりつつある。このため、汚水処理施設整備交付金を活用

し、公共下水道、浄化槽の汚水処理施設を一体的に整備することで、水質汚濁を防止し、

豊かな大地と海の再生を目指す。 

(5)地域再生計画の目標  

(目標 1)汚水処理施設整備の促進(汚水処理人口普及率 18.5％から 25.9％に向上) 

(目標 2)クリーク内の流水阻害防止のため、春と秋に全集落(佐賀市川副町の住民)参加によ

る河川清掃を実施する。 

(6)目標を達成するために行う事業  

・公共下水道、浄化槽（個人設置型）の整備 

・河川清掃事業 

(7)計画期間 平成１７年度～２１年度 

２．目標の達成状況及び総評 

(1)目標の達成状況  

目標値 実績 

(目標 1)汚水処理人口普及率(H21 年度末) 25.9% 30.9% 

(目標 2)河川清掃の実施(H17 年度～21 年度)
年 2回 

(春・秋)実施 

年 2回 

(計 10 回)実施

(2)総評及び今後の方向性  

当該事業の実施によって、計画に掲げた目標値はいずれも達成した。また、事業実施後

の同町内の河川水質(BOD 値の平均)は低下傾向にあり、市民意識調査における同町内の住民

の環境への意識も向上している。このことから、当該計画の目標は十分に達成されたと考

えられる。 

佐賀市川副町は汚水処理(公共下水道)の整備が最も遅れた地域である。引き続き整備を

行い、公共水域の環境保全に努めることで地域の活性化に寄与することができると考えら

れる。 


